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Horse stamps from Indian Subcontinent:  
Jaipur 1904, Soruth 1929, Jaipur 1931, Travancore 1931, 

Brit ish India 1937, India 1957, 
India 2009, Bangladesh 1991, Pakistan 1971.



謹
賀
新
年

黒崎 卓 Takashi Kurosaki

藩王国のクラシック切手からも選び放題だった
2014年の「午」とは違い、ヒツジはあまり南ア
ジア切手の題材に出てきません。インド2010年
の切手は牡羊座を描く不思議なデザインが魅力的、
パキスタン1986年の切手はパミールアルガリと
いう野生ヒツジ（家畜化の基となった原種のひと
つ）を描いているのが貴重です。



India 1983a, b; Bangladesh 2012
Bangladesh 1991, India 2009

Year of the Monkey 2016
India 2001 Panchatantra
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昨年のヒツジ同様、サルも南アジア切手の
題材には少なく、パキスタンや藩王国の切
手には描かれていません。インド2001年
の切手は、サルとワニの友情を通じて、武
力よりも知力が大事というメッセージを伝
えるパンチャタントラの説話より。



Bangladesh 1994; India 1996, 1978
Pakistan 1993,1983; India 1979

Year of the Rooster 2017
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2016年10月から17年7月まで、
インドJNU大学で客員教授をして
おります。連絡はまずはメール
kurosaki@ier.hit-u.ac.jpにお願い
します。



Year of the Dog 2018
昨年のトリが南アジア切手に多かったのは対照的に、イヌはマイナーな題
材のようで、2005年のインドの4種セットのみ。と思いきや、背景の2012年
インド切手シート、Warli絵画（茶色の5ルピー切手）にイヌがいました！
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亥年。日本ではイノシシですが中国ではブタ。そもそもブタはイノシシを家畜化
したもの。となるとムスリムの多い南アジア切手の題材にはなり得ないようで、
私のコレクションから見つかったのはこの2枚だけ。バングラデシュ2011年発行
の野生動物小型シートの耳紙に立派な牙のイノシシが描かれています。インド
2001年発行のパンチャタントラ説話切手は、欲深いライオンを賢いウサギが
やっつける話ですが、ライオンの後ろでやり取りを見守る森の動物たちにイノシ
シが含まれています。
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今年はもう一枚、1 9 2 0年代の藩王国の収入印紙をお見せしましょう。この
藩王国の名前はR e w a ( R e w a h )。令和への改元の際に、ここ出身のインド

人友人が、「新しい日本の元号は私の故郷の地名レーワだ」と連絡してき
ました。そこでクラシックなマハラジャ図案の印紙をコレクションから加
えてみました。藩王国のうち郵便切手を出したのはわずか3 6国ですが、収
入印紙を発行したのは3 0 0国以上もあるのです。

Year of the Rat 2020
残念ながら英領インド、藩王国、独立インド、パキスタン、バングラデシュのどこからも
ネズミを主役にした切手は出ていません。でも、左上のG a n e s h  P o lを描くインド2 0 1 7年
の切手には、ほらいましたよ、ガネーシュの足元に小さなネズミ！ 真ん中のインド2 0 0 1
年の切手は農村の家を描いてますが屋根にはネコ。インドの農家がネコを飼うのはネズミ
対策です。そして右上のバングラデシュ1 9 9 6年の切手には、P Cを使うお医者さんの手元
にマウス。ネズミと呼ばれたこのP C周辺器具も最近は使われなくなりつつありますね。



Year of the Ox 2021
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切手がほとんどなかった昨年の子(ね)年とは対照的に、牛は南アジアの切手によく出てくるポピュラーな図案。だっ
てインドは聖なる牝牛の国ですし、パキスタンやバングラデシュでも伝統的な農耕を支えてきたのは役牛です。独
立インドの牛切手だけでも20種を優に超える... なので素朴な印刷が味わい深い、独立前の切手だけで表現してみ
ました。Azad Hindと国名が表示された2枚の切手は、スバス・チャンドラ・ボース率いるインド国民軍の独立運
動宣伝のためにドイツで1943年に印刷されたもので、実際に郵便に使われることはありませんでした。

Bundi 1915, 1/4a                                Bundi 1915, 1a  Bundi 1941, 1/4a
How many differences can you find between the 1915  and 1941 issues of 1/4a?

Azad Hind 1943, 1a                   Azad Hind 1943, 1/2a
Bahawalpur 1949, 1a

British India 1937 / “Chamba State” 

Bundi 1941, 1a          Bundi 1941, 3p
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虎の切手と言えばベンガルタイガーの本場、インドとバングラデ
シュ。カラフルな両国の最近の虎切手に、渋い独立前の藩王国切
手を3種類合わせてみました。19世紀の切手Bussahir藩王国（パ
ンジャーブの小さな藩王国で、今の国境ではインドのヒマーチャ
ル・プラデーシュ州に位置）の切手は本当に虎かどうか、微妙な
図案で、2013年5月にパキスタン総選挙を視察した際にパキス
タン・ムスリム連盟の政党マークがライオンなのか虎なのかはっ
きりしない図案だったことを思い出しました。ベンガルやネパー
ル以外の南アジアだと虎とライオンの違いが分からない人も多い
みたいです。
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兎年。右上のインド1991年の切手は、風刺漫
画家シャンカル・ピッラェの作品。Padma勲
章を自らが受けたことを「どんな犬でも得意な
時代がある」と風刺し、それを見守るのがウサ
ギとロバの金持ち夫婦となっている。

背景はバングラデシュ2011年発行の日本国際
切手展小型シート。展覧会シンボルマークの
「鳥獣戯画」の兎が耳紙だけでなく消印にも。

右のインド2001年発行のパンチャタントラ説話切手は、「ライオンとウサ
ギ」（亥年にも使った切手。ウサギはあまり南アジア切手に出てこない）。
欲深いライオンのある日の餌食に選ばれたのは1匹の賢いウサギだった。ウ
サギはその日、夕暮れになってやっとライオンのところに出向き、今日の餌
食は6匹のウサギだったが、別のライオンが現われて5匹を食べてしまった
と嘘をつく。怒ったライオンはそのライオンを倒そうと、ウサギに案内され
て井戸に向かい、井戸に映る自分の姿を敵のライオンだと思って襲い掛かり、
井戸で溺れ死んだそうな。
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龍を描く切手は、インド、バングラデシュ、パキスタンに
は皆無？ と思ってよく探すと、ブータンの国旗に龍が描
かれていました。ブータンはチベット語の方言で「龍の
地」として知られていたことに由来するとか。ですので、
SAARC関係の切手で3か国そろい踏みです。ブータン切
手はほとんど持っていないので、自国発行でないのがやや
玉に瑕ですが。

私は辰年生まれ。つまり今年で還暦です。では本年もよろ
しく。



Year of 
the Snake 

2025
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コブラにニシキヘビ、南アジアにはいろいろ
な蛇がいて、できれば会いたくないものです。

干支に絡んだ南アジア切手で作る年賀状、つ
いに今年の巳年で一周しました。これを機に
12回分まとめて見たい方にはPDFファイル
を送りますのでメアドに連絡願います。使わ
なかった切手もあるので第2ラウンドにも挑
戦します。

左上田型= Pakistan 1995

中央小型シート= India 2003

下中央= Bangladesh 1983

右下= Bangladesh 2000
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